
問

安
倍
首
相
は｢

企
業

が
も
っ
と
も
活
動
し
や
す

い
国
を
め
ざ
す
」
と
、「
農

政
改
革
」
に
踏
み
込
も
う

と
し
て
い
る
。

農
業
委
員
会
は
、
農
地

法
に
基
づ
き
、
地
域
の
農

業
者
の
「
自
治
と
自
覚
」

で
農
地
管
理
に
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

農
業
委
員
会
の
公
選
制

を
廃
止
し
、
市
町
村
長
の

任
命
制
で
定
数
を
半
減
、

行
政
庁
へ
の
意
見
・
建
議

を
業
務
か
ら
除
外
す
る
な

ど
、
農
地
所
有
者
、
農
家

の
参
加
を
排
除
す
る
も

の
。
独
立
行
政
委
員
会
の

農
業
委
員
会
を
市
町
村
長

の
下
請
け
機
関
に
変
質
さ

せ
る
も
の
だ
。

農
地
転
用
や
権
利
移

動
、
農
業
生
産
法
人
の
役

員
要
件
な
ど
の
規
制
緩
和

は
、
地
域
農
業
を
農
家
の

「
生
業
」
か
ら
、
企
業
の

営
利
目
的
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
」

に
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

農
業
委
員
会
会
長

農
業

委
員
は
地
域
か
ら
代
表
と

し
て
選
ば
れ
、
信
任
を
得

て
い
る
か
ら
こ
そ
農
地
権

利
移
転
の
仕
事
が
で
き

る
。
代
表
制
の
確
保
が
極

め
て
重
要
だ
。
建
議
活
動

な
ど
も
農
業
委
員
の
意
見

を
関
係
行
政
庁
に
届
け
る

大
切
な
手
段
で
あ
る
。

企
業
参
入
は
、
営
利
目

的
を
重
視
す
る
あ
ま
り
農

業
か
ら
撤
退
し
、
耕
作
放

棄
が
危
惧
さ
れ
る
。
さ
ら

な
る
要
件
の
緩
和
は
慎
重

に
行
う
べ
き
と
考
え
る
。
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加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日
本
共

16
産
党
の
菅
井
巌
議
員
は
、
①
農
業
問
題
、
②
発
達
障
が
い

児
支
援
な
ど
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

農
業
委
が
市
町
村
長
の
下
請
け
機
関
に

６月１４日～１６日の３日間、国民平和大行進が鶴岡

市・三川町・庄内町を通過。延べ４００人が参加し、「核

兵器廃絶」「集団的自衛権の解釈改憲反対」などを訴

え ま し た 。 （写真は６月１５日、鶴岡市役所での歓迎集

問

農
協
は
「
農
業
者
が

相
互
扶
助
を
目
的
と
し
て

農
業
協
同
組
合
法
に
基
づ

き
自
主
的
に
設
立
さ
れ
た

協
同
組
合
」
で
あ
る
。
時

の
政
権
が
制
度
や
組
織
を

解
体
す
る
こ
と
は
断
じ
て

許
さ
れ
な
い
こ
と
。
地
域

の
農
家
が
結
集
す
る
農
協

へ
の
攻
撃
を
許
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
市
の
見
解

を
伺
う
。

農
林
水
産
部
長

農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し

て
お
り
、
そ
れ
に
対
応
し

て
ゆ
く
た
め
に
も
自
立
的

な
改
善
・
改
革
が
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。
地
域
の

実
情
を
ふ
ま
え
、
組
織
討

議
、
慎
重
か
つ
現
実
的
な

議
論
を
進
め
、
多
様
化
す

る
課
題
に
向
き
合
い
な
が

ら
農
業
者
の
所
得
向
上
、

地
域
農
業
の
振
興
、
発
展

に
寄
与
す
る
組
織
の
確
立

を
す
べ
き
と
考
え
る
。

も
み
殻
の
有
効
活
用
を

問

東
日
本
大
震
災
・
原

発
事
故
、
燃
油
の
高
騰
や

地
域
資
源
の
有
効
活
用
と

い
う
観
点
で
、
も
み
殻
の

利
活
用
に
つ
い
て
見
直
さ

れ
て
い
る
。
市
の
米
の
生

産
量
か
ら
推
測
し
て
も
、

も
み
殻
の
量
は
１
万
１
千

㌧
ぐ
ら
い
あ
る
。
市
と
し

て
、
も
み
殻
の
有
効
活
用

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

農
林
水
産
部
長

も
み
殻

は
地
域
内
で
安
価
に
大
量

に
入
手
で
き
、
施
設
園
芸

等
に
か
か
る
光
熱
費
の
削

減
に
大
変
有
効
と
考
え
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て

の
利
活
用
を
検
討
し
て
ゆ

き
た
い
。

専
用
暖
房
機
や
、
燃
料

供
給
な
ど
に
課
題
も
あ
る

が
、
も
み
殻
を
加
工
す
る

な
ど
し
、
暖
房
機
に
供
給

し
や
す
く
す
る
解
決
策
も

考
え
ら
れ
る
。
関
係
機
関

と
連
携
し
利
用
の
有
効
性

を
検
証
し
つ
つ
、
現
場
で

の
光
熱
費
コ
ス
ト
削
減
と

設
備
導
入
コ
ス
ト
の
比
較

な
ど
を
行
い
、
有
効
と
判

断
さ
れ
る
場
合
に
は
補
助

事
業
を
活
用
し
導
入
を
進

め
て
ゆ
き
た
い
。

問

発
達
障
が
い
の
子
ど

も
達
に
合
っ
た
「
支
援
計

画
」
が
必
要
だ
が
、
進
級

・
進
学
、
担
任
交
代
な
ど

で
、
環
境
が
変
わ
る
た
び

に
「
支
援
計
画
」
が
う
ま

く
引
き
継
が
れ
ず
、
本
人

も
家
族
も
苦
労
し
て
い
る

が
、
対
応
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

教
育
長

個
別
の
教
育
支

援
計
画
、
指
導
計
画
を
作

成
し
て
指
導
に
当
た
っ
て

い
る
。
計
画
作
成
に
当
た

っ
て
は
、
保
護
者
の
同
意

を
得
な
が
ら
、
教
育
的
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
に

し
、
発
達
課
題
を
踏
ま
え
、

中
長
期
的
目
標
、
短
期
的

な
指
導
も
行
っ
て
い
る
。

計
画
通
り
の
支
援
が
受

け
ら
れ
て
い
る
か
確
認

し
、
年
度
末
に
は
、
小
中

学
校
の
連
絡
会
で
丁
寧
に

引
き
継
ぎ
を
行
っ
て
い

る
。

問

「
親
や
家
族
の
ケ
ア
」

「
悩
み
に
対
す
る
専
門
的

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ

る
」
「
家
族
の
交
流
と
情

報
共
有
が
で
き
る
」
場
所

が
要
望
さ
れ
て
い
る
。

市
の
施
設
に
、
家
族
が

集
え
る
場
、
支
援
員
の
い

る
場
と
し
て
、
「
家
族
サ

ポ
ー
ト
の
サ
ロ
ン
」
を
設

置
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

ひ
と
つ

の
方
策
と
し
て
、
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の

「
幼
児
ル
ー
ム
」
や
障
害

者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に

併
設
さ
れ
て
い
る
「
障
害

者
サ
ロ
ン
」
な
ど
既
存
の

ス
ペ
ー
ス
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
検
討
し
た
い
。

農
協
解
体
は
許
さ
れ
な
い

発
達
障
が
い
児
支
援
、
市
施
設
へ
の
サ
ロ
ン
設
置
を



前
号
に
掲
載
し
た
、
加

藤
太
一
議
員
の
総
括
質
問

に
対
す
る
答
弁
の
要
旨

は
、
次
の
通
り
で
す
。

地
域
経
済
と
雇
用

一
連
の
消
費
動
向
か

ら
、
税
率
引
上
げ
前
の
駆

け
込
み
需
要
と
そ
の
反
動

に
よ
る
減
少
は
、
当
地
域

で
も
あ
っ
た
と
推
測
し
て

い
る
。

市
民
生
活
か
ら
見
た
経

済
動
向
に
係
る
指
標
に
つ

い
て
は
、
市
が
単
独
で
切

り
込
ん
だ
調
査
を
行
う
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

北
部
地
区
サ
イ
エ
ン
ス

パ
ー
ク
整
備
に
つ
い
て

地
方
拠
点
都
市
地
域
基

本
計
画
に
よ
る
一
連
の
サ

イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
整
備
の

方
向
に
沿
っ
て
、
適
時
適

切
に
判
断
し
な
が
ら
企
業

の
立
地
誘
導
や
整
備
を
図

っ
て
ゆ
く
。

研
究
開
発
型
以
外
の
一

般
企
業
も
含
め
た
誘
致
を

目
指
す
大
山
工
業
団
地
と

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
は
位

置
づ
け
が
異
な
る
。

農
業
問
題
に
つ
い
て

農
地
の
集
約
が
家
族
経

営
体
を
中
心
に
行
わ
れ
て

き
た
が
、
昨
今
の
農
業
情

勢
は
、
先
行
き
不
透
明
で

あ
り
、
今
後
益
々
経
営
感

覚
が
求
め
ら
れ
、
一
層
の

規
模
拡
大
に
よ
る
効
率
化

が
求
め
ら
れ
て
く
る
。

「
農
地
中
間
管
理
事
業
」

を
活
用
し
、
な
お
一
層
の

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を

図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
、
地
域
の
農
地
・
農

業
用
施
設
を
ど
う
維
持
し

て
い
く
か
考
え
る
絶
好
の

機
会
と
捉
え
て
い
る
。

文
化
会
館
改
築
問
題

文
化
会
館
改
築
工
事
に

お
け
る
設
計
単
価
は
、
最

新
の
見
積
も
り
を
複
数
の

専
門
業
者
等
か
ら
徴
収

し
、
市
場
で
の
取
引
の
実

勢
に
応
じ
て
設
計
単
価
を

設
定
し
て
い
る
。

地
元
施
工
を
前
提
に
、

施
工
上
の
リ
ス
ク
を
取
り

除
く
た
め
に
、
一
部
曲
面

の
ガ
ラ
ス
の
廃
止
、
屋
根

の
素
材
の
変
更
、
屋
根
面

積
の
縮
小
を
行
う
な
ど
、

コ
ス
ト
や
施
工
性
を
考
え

て
の
見
直
し
を
図
っ
た
。

工
事
請
負
契
約
締
結
後

の
急
激
な
資
材
や
労
務
費

の
高
騰
に
対
し
て
は
、
ス

ラ
イ
ド
条
項
を
設
定
し
対

応
を
図
り
た
い
。

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

教
職
員
は
、
実
効
性
あ

る
ゆ
と
り
創
造
運
動
等
の

推
進
に
努
め
、
心
に
ゆ
と

り
を
持
っ
て
児
童
生
徒
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
指
導
体
制
や
相
談
体

制
を
整
備
し
、
適
切
に
対

応
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。

誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
持
つ
権
利
を
、
学
校
教

育
・
社
会
全
体
で
大
切
に

し
、子
ど
も
た
ち
に
教
え
、

導
い
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

「
庄
内
論
語
」
の
道
徳

的
教
え
や
人
と
し
て
の
生

き
方
や
在
り
方
に
関
す
る

示
唆
は
、
ど
の
時
代
に
お

い
て
も
普
遍
的
で
大
切
に

し
た
い
教
え
と
と
ら
え
、

い
じ
め
問
題
等
の
未
然
防

止
に
係
わ
る
態
度
の
育
成

に
も
つ
な
げ
た
い
と
の
考

え
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
。

工
藤

博
司

「
余
り
苗
」
は
、
苗
代
か
ら
運
び
出

さ
れ
た
苗
が
、
一
通
り
植
え
ら
れ
、
そ

れ
以
上
に
余
っ
た
苗
の
こ
と
で
あ
る
。

「
余
り
苗
」
は
、
ま
と
め
ら
れ
て
、

畦
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、

田
の
隅
に
ま
と
め
て
水
に
漬
け
ら
れ
て

い
た
り
す
る
。

て
い
ね
い
な
家
で
は
、
手
植
で
、
や

は
り
田
の
隅
に
か
け
て
、
普
通
よ
り
は

列
を
増
や
し
た
り
、
混
ま
せ
た
り
し
て

植
え
ら
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
田
の
隅
っ
こ
に
は
、
密
に

植
え
ら
れ
た
苗
が
青
々
と
風
に
吹
か
れ
て
い
る
姿
は
清
々
し
い
。

田
仕
事
が
は
じ
ま
る
頃
は
、
も
う
日
の
出
前
か
ら
、
人
々
の
姿
が
点
々
と
野

に
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
早
朝
か
ら
野
に
出
る
人
々
は
例
外
な
く
農
業
に
た

ず
さ
わ
る
人
々
で
あ
る
。

（画・加藤貞雄）

社会教育課入札結果（ ）内は予定価格
6月16日入札分

・平成26年度史跡松ヶ岡開墾場３番蚕室保存修理工事
中止 － （17,400,000円）工期～10/20

建築課入札結果（ ）内は予定価格
6月16日入札分

・市消防署温海分署移転新築工事監理業務委託（湯温海字
湯之尻地内）
(株)アックスクリエート 3,600,000円（3,697,000円）期間～12/19（落札率97.4％）

6月11日入札分
・平成26年度鶴岡市立朝日中学校建築用市有林木材構造材
製材業務委託
出羽庄内森林組合 47,000,000円（48,172,280円）期間～7/30（落札率97.6％）

羽黒庁舎入札結果（ ）内は予定価格
6月9日入札分

・羽黒地域地区公民館冷房設備設置工事（手向地区公民館、
広瀬地区公民館、四小地区公民館）
(有)東管工業 6,030,000円（6,127,000円）工期～8/4（落札率98.4％）

政策企画課入札結果（ ）内は予定価格
6月12日入札分

・出羽庄内国際村和習室空調機改修工事
(株)アクアプラス 1,800,000円（2,376,000円）工期～8/4（落札率75.8％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
6月12日入札分

・市道小在家大杉線防雪柵詳細設計業務（黒川地内）
(有)安野測量事務所 2,550,000円（2,680,000円）期間～9/30（落札率95.1
％）

東部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
6月12日入札分

・市道渡前荒俣線表層改良工事（荒俣地内）
(株)浅賀建設 5,950,000円（6,159,000円）工期～8/1（落札率96.6
％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
6月12日入札分

・市公共下水道事業 汚水4060～4094路面復旧工事（加茂地内）
(株)佐藤工務 6,800,000円（6,936,000円）工期～8/18（落札率98.0％）
・市公共下水道事業 汚水0Ｃ346－3号新設工事（中野京田地内）
(株)佐藤組 49,800,000円（51,392,000円）工期～12/22（落札率96.9％）
・市公共下水道事業 汚水ＮＣ35号新設工事（大山地内ほか）
(株)三浦土建 63,750,000円（65,786,000円）工期～12/26（落札率96.9％）

防災安全課入札結果（ ）内は予定価格
6月11日入札分

・市防災行政無線整備実施設計業務委託（鶴岡市全域）
(財)日本消防設備安全センター 8,777,000円（9,214,000円）

期間～27/1/30（落札率95.3％）


